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目的    脊柱側わん症の早期発見のために、背中に３D画像を映し背骨の曲がりの有無を調べる。 

日時・場所 １２月８日（月）９：００～１２：２０頃    会議室（女子の着替えは３階更衣室）       

対象者   1年生  

服装    男女ともに上はジャージ、体操服。（検診時は上半身裸のため肌着は外す。） 

      下はハーフパンツ。（ポケットを空にする。） 

      靴下は教室で脱ぎ、検診会場の廊下で上履きを脱ぐ。 

      髪型は肩や背中にかからないように結んで束ねる。 

 

注意事項  女子は更衣室で着替える際に、手提げ袋などに肌着を入れる。 

      検査ブースは１名しか入れないのですばやく移動する。 

      検査時は動かない。（動くと何度も撮影が必要になる。） 

      脊柱側わん管理中の者・今年度脊柱 X線撮影者は対象外。 

      （その他個人受診をした人は担任に伝える。） 

      当日はなるべく欠席しないよう体調を整えておく。 

（欠席者は 12/26に保護者の方と船橋市役所に行って検査をする。） 

 

検査の流れ  （①～④のブースごとの流れ。ブースはスクリーンに隠れて他の人に見えません。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
①会場に男女別に入る。 

②カーテンの「入口」から入る。上半身裸になり短パンは尾てい骨が見えるくらい下げる。 

③番号札の番号を呼ばれたら撮影ブースに入る。体操服上とジャージをかごに置く。撮影台にある足形に合わせ

てそろえて乗り、柱を両手で抱える。背筋をしっかりのばし、リラックスした状態で背中を撮影する。（動くと

数枚の撮影になり時間がかかる。看護師さんが姿勢矯正をする場合がある。） 

④体操服・ジャージを着て出る。  

１２月８日は３Dスコリオ検査です。 


